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1. 概要と背景 
オムロン株式会社は、企業の競争力に直結する研究開発および知的財産（知財）業務のデジ

タルトランスフォーメーション（DX）を推進しています。その中核となるのが、生成 AI を

活用した「知財 AI エージェント」の自社開発と導入です [1]。 

知財業務、特に特許関連業務は、世界中で日々出願される膨大な特許情報の分析や、技術と

知財両面の高度な専門知識を要し、多くの時間と労力がかかっていました [1]。さらに、取

り扱う情報が企業の機密情報であるため、パブリックな生成 AI サービスの利用には情報漏

洩リスクやコスト増大の懸念がありました [1]。これらの課題を解決するため、オムロンは

AWS のクラウド基盤を活用し、独自の生成 AI 基盤「RD Buddy」を構築し、その上に知財 AI

エージェントを実装しました [1] [2]。 

2. システムのアーキテクチャと技術要素 
オムロンの知財 AI エージェントは、セキュリティとコスト最適化を両立させたサーバーレ

スアーキテクチャを採用しています。 

2.1 データ処理と検索の仕組み 
特許情報の高度な検索・分析は、以下のステップで実現されています [1] [3]。 

1. **特許データの取り込みと前処理**: 特許庁の過去データをすべて AWS のクラウドスト

レージ「Amazon S3」に保存し、AWS Lambda を用いて特許 XML ファイルを構造化データ

に変換し、Amazon DynamoDB で管理します。 

2. **意味的検索**: Amazon OpenSearch Serverless と Amazon Bedrock の基盤モデル

（Titan Text Embeddings V2）を用いて特許文書をベクトル化し、従来のキーワード検

索では困難だった意味的に類似した特許の高速検索を可能にしています。 

3. **生成 AI 連携**: Amazon Bedrock で提供されるモデル（Claude 3.5 Sonnet）と連携し、

自然言語での特許検索や分析を実現しています。 

2.2 セキュリティ対策 
機密情報を扱うため、多層的なセキュリティ設計が施されています [1]。 

• **アクセス制御**: AWS IAM による最小権限の原則に基づく厳密な権限管理。 

• **データ暗号化**: 保存時および転送時の全データの暗号化。 

• **ネットワーク分離**: AWS Direct Connect を利用し、オムロン社内 LAN との閉域ネッ

トワークを構築。 

セキュリティ要素 実装内容 

アクセス制御 AWS IAM による最小権限管理 

データ保護 Amazon S3 (SSE-S3), DynamoDB (PITR), 通



信の TLS 1.2 以上 

ネットワーク AWS Direct Connect による閉域ネットワー

ク構築 

監査・ログ AWS CloudTrail, Amazon CloudWatch Logs, 

Amazon Athena 

3. 知財 AI エージェントの機能と活用事例 
知財 AI エージェントは、特許出願前の先行技術調査や発明説明書の作成など、エンジニア

の負担となっていた業務を強力に支援します [2]。 

3.1 先行技術調査と分析 
新発明に関連するキーワードを自然言語で検索すると、AI エージェントが過去の特許デー

タから先行技術を抽出し、内容を要約します [2]。専門家でなくても「自動運転に関する画

像認識技術」のような複雑な問い合わせが可能です [1]。また、出願人や出願年度、競合企

業間の類似度をマッピングする分析機能も備え、競合のベンチマーク分析レポートを自動生

成します [2]。 

3.2 発明説明書の作成支援 
エンジニアが研究開発の過程で作成した仕様書などを登録すると、AI エージェントが発明

のポイントを抽出し、類似度が高い文献を明らかにした上で発明説明書を生成・出力します 

[2]。これにより、知財の専門家ではないエンジニアの負担が大幅に軽減されます。 

3.3 導入効果 
2026年 1 月頃からの本格活用により、先行技術調査と発明説明書の作成にかかる業務工数

を少なくとも 50％削減することに成功しました [2]。 

4. 全社的な AI 活用推進（AIZAQ）との連携 
オムロンでは、知財 AIエージェントの開発と並行して、全社的な生成 AI 活用推進プロジェ

クト「AIZAQ」を展開しています [4]。このプロジェクトでは、トップダウンとボトムアッ

プのアプローチを組み合わせ、社員の生成 AIリテラシー向上と業務への実装を進めていま

す [4]。 

知財部門においても、AIZAQ の活動を通じて、部門独自のプロンプト集（67 種類）を作成し、

知財部員全員の AI スキルをレベル評価する独自のシステムを構築しました [4]。これによ

り、単なるツールの導入にとどまらず、組織全体の知的生産性の向上を実現しています。 

5. 今後の展望 
知財 AI エージェントは、今後さらに進化していく予定です。技術論文や経営情報など、特

許情報以外のデータとの連携や、機械学習の予測モデルを用いた予測分析の強化が計画され

ています [1] [3]。オムロンは、AIエージェントを単なる業務効率化ツールではなく、知

財専門家の能力を拡張し、戦略的知財活動を支援する「パートナー」として位置付けていま

す [1]。 

--- 
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オムロン 知財 AI エージェント 導入効果の詳細分析レポート 
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1. エグゼクティブ・サマリー 
オムロン株式会社は、独自開発の生成 AI 基盤「RD Buddy」上に「知財 AI エージェント」を

実装し、全社的な AI 活用推進プロジェクト「AIZAQ」と連動させることで、知財業務の劇的

な効率化と高度化を実現しました。 

本レポートでは、公開情報および関連文献の調査に基づき、同社の知財 AI エージェント導

入による定量的な工数削減効果、定性的な業務変革、および組織・戦略への波及効果を多角

的に分析します。分析の結果、オムロンは単なるツールの導入にとどまらず、知財業務の約

8 割をプロンプト化するという抜本的なプロセス見直しを行い、業界平均を上回る成果を上

げていることが明らかになりました。 

2. 定量的効果：劇的な工数削減の実現 
オムロンの知財 AI エージェント導入における最大の成果は、従来人手に依存していた定型

業務の劇的な工数削減です。 

2.1 業務プロセス別の工数削減効果 
知財部門では、これまで手作業で行っていた業務を洗い出し、その約 8 割をプロンプト化し

て生成 AI に委ねる取り組みを実施しました [1] [2]。これにより、以下のような大幅な省

力化を実現しています。 

•   **先行技術調査・発明説明書作成**: 従来比で**少なくとも 50%の工数削減**を達成 

[3]。AI が技術キーワードから関連特許を自動検索し、類似特許の要約や請求項の抽出

までを対話的に実行します [1]。 

•   **特許情報の分類・タグ付け**: 特許庁から取得した特許情報を生成 AI が内容に基

づき自動で分類・タグ付けし、分類作業の負担を軽減 [1]。 

•   **文献内容の要約**: 長文の特許明細書や関連文献を AIが短時間で要約し、技術者

や出願担当者が要点把握に専念できる環境を構築 [1]。 



 

図 1: 知財 AI エージェントによる業務プロセス別の工数削減効果（オムロン実績と業界推

定の比較） 

業界の一般的な予測では、今後 5年間で特許調査の約 40%、明細書作成の 50〜90%が削減さ

れると見込まれていますが [4]、オムロンは内製アプローチにより、この水準をいち早く達

成しつつあります。 

3. 定性的効果：業務の質的向上と戦略的シフト 
工数削減によって生み出されたリソースは、より創造的で戦略的な知財活動へと振り向けら

れています。 

3.1 アイデア創出・発明提案の高度化 
生成 AI は単なる検索ツールではなく、発明者にとっての「壁打ち（ブレインストーミング）

相手」として機能しています [1]。AI にアイデアの断片や技術課題を入力することで、関

連する知見や解決策のヒントが提示され、新たな視点からの発明創出が支援されています 

[1]。 

3.2 IP ランドスケープと出願戦略の最適化 
知財 AI エージェントは、既存特許の分析から技術トレンドの可視化、競合他社の動向分析

を行い、最適な出願戦略を提案します [5]。市場や競合の特許情報を AI が分析し事業仮説

を検証することで、IPランドスケープ（知財情報に基づく事業仮説検証）のサイクルが高

速化されています [1]。 



 

図 2: 知財 AI エージェント導入効果の多面的評価（レーダーチャート） 

図 2 が示す通り、オムロンの取り組みは「工数削減」だけでなく、「情報セキュリティ」の

確保や「戦略的知財活動」への貢献という面で、業界の平均的な AI活用水準を大きく上回

る総合的な価値を生み出しています。 

4. 成功の要因：技術と組織の両輪アプローチ 
オムロンが高い導入効果を実現できた背景には、独自のシステムアーキテクチャと全社的な

組織風土の変革があります。 

4.1 クラウド・AI ネイティブな専用基盤（RD Buddy） 
パブリックな生成 AI サービスを利用する際の情報漏洩リスクやコスト増大を回避するため、

AWS 環境上に専用のプライベートクラウド環境を構築しました [6]。 

•   **多層的セキュリティ**: 閉域ネットワーク、IAM による最小権限管理、プロンプト

インジェクション対策などを実装 [5] [6]。 

•   **コスト最適化**: サーバーレスアーキテクチャを採用し、未使用時のリソース解放

や用途に応じた AI モデルの使い分けにより、運用コストを抑制 [6]。 



4.2 全社横断プロジェクト「AIZAQ」による組織実装 
経営層のトップダウンと現場のボトムアップを融合させたプロジェクト「AIZAQ」を通じ、

組織全体でのリテラシー向上が図られました [2] [7]。 

•   **プロンプトの共有**: 知財部門独自で 67 種類の業務特化型プロンプト集を作成し、

社内ポータル「AIZAQ Canvas」で共有 [7] [8]。 

•   **スキル評価制度**: 知財部員全員を対象とした 3 段階の AI スキル評価システムを

導入し、全員が基礎レベル（レベル 1）を達成 [7]。 

 

図 3: オムロンにおける知財 AI 導入フェーズと効果の推移（推定） 

5. 結論と今後の展望 
オムロンの知財 AI エージェント導入は、単なる業務効率化ツール（SaaS）の導入ではなく、

自社の知財戦略とセキュリティ要件に適合した「知の共有基盤」の構築であると評価できま

す。 

主な結論: 

4.  **劇的な効率化**: 定型的な知財業務の約 8割をプロンプト化し、先行技術調査等の

工数を 50%以上削減。 

5.  **戦略的リソースの創出**: 削減された時間を、発明の壁打ちや IPランドスケープな

どの高付加価値業務へシフト。 

6.  **内製による競争力強化**: セキュリティとコストを両立した独自基盤を構築し、社

外へのサービス展開（koto-Buddy）にも繋げている [6]。 

今後の展望: 



今後は、財務データや技術論文など特許以外の非構造化データとの連携、および機械学習の

予測モデルを用いた分析の強化が計画されています [5] [7]。これにより、次世代のデータ

ドリブン経営を支える中核システムへと進化していくことが期待されます。 

--- 
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オムロン 知財 AI エージェント 費用対効果（ROI）分析レポート 
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1. エグゼクティブ・サマリー 
オムロン株式会社が導入した「知財 AI エージェント」の費用対効果（ROI）について、公開

情報および業界水準に基づく定量的な試算を行いました。 

分析の結果、本プロジェクトは導入後約 6 ヶ月という極めて短期間で損益分岐点に到達し、

初年度から大幅な黒字化（ROI: 56%以上）を達成していると推定されます。初期投資（約

1,700 万円）と年間運用費（約 1,500 万円）に対し、知財部員および研究開発エンジニアの

工数削減による年間便益は約 5,000 万円（保守的試算でも約 2,700 万円）に上ると見込まれ、

製造業における生成 AI導入の成功モデルと言えます。 

2. コスト構造の分析（投資額と運用費） 
オムロンは AWSの Amazon Bedrock を活用し、システムを内製化（オムロンソフトウェアに

よる開発）することで、外部ベンダーに依存しないコスト構造を構築しています [1] [2]。 

2.1 初期投資（CAPEX）の試算 
一般的なエンタープライズ向け生成 AI の自社開発費用は平均約 3,165 万円とされています

が [3]、オムロンは AWS Control Tower や既存の R&D 基盤（RDinX）を活用することで、初

期投資を低く抑えていると推測されます。 

•   **インフラ構築・設計**: 約 500 万円 

•   **特許庁データ取得・前処理**: 約 200 万円 

•   **アプリケーション開発（内製）**: 約 800 万円 

•   **テスト・セキュリティ評価**: 約 200 万円 

•   **推定合計**: **約 1,700 万円** 

2.2 年間運用費（OPEX）の試算 
生成 AI の運用において最大の変動費となるのは LLM の API 利用料です。オムロンは「サー

バーレスアーキテクチャ」と「モデルの使い分け」によりコストを最適化しています [1] 

[4]。 

•   **Amazon Bedrock (API 費用)**: 約 840 万円/年（Claude 3.5 Sonnet等） 

•   **OpenSearch Serverless (ベクトル検索)**: 約 240 万円/年 

•   **その他インフラ (S3, Lambda 等)**: 約 120万円/年 

•   **システム保守・運用人件費**: 約 300 万円/年 

•   **推定合計**: **約 1,500 万円/年** 



 

図 1: 知財 AI エージェントのコスト構造（初期投資と年間運用費の試算） 

3. 便益（コスト削減効果）の試算 
知財 AI エージェントの導入により、「先行技術調査」や「発明説明書の作成」にかかる工

数が 50%以上削減されたと公表されています [2]。これを人件費換算で試算します。 

3.1 知財部員の工数削減効果 
•   **対象者**: 知財部員 約 20 名 

•   **人件費単価**: 平均年収 700万円 [5] × 1.3（社会保険等）÷ 1800 時間 ≒ 約

5,056 円/時間 

•   **削減時間**: 1 人あたり年間 270 時間（対象業務 540 時間 × 50%削減） 

•   **年間削減額**: 270時間 × 5,056 円 × 20名 ＝ **約 2,720 万円/年** 

3.2 研究開発（R&D）エンジニアの工数削減効果 
オムロンでは、知財の専門家ではない R&D エンジニア自身も先行技術調査等を行っており、

この負担軽減が大きな効果を生んでいます [2]。 

•   **対象者**: R&D エンジニア 約 200 名（推定） 

•   **人件費単価**: 平均年収 800万円 × 1.3 ÷ 1800 時間 ≒ 約 5,778 円/時間 

•   **削減時間**: エンジニアの知財業務比率を保守的に全業務の 10%（年間 180時間）

と仮定し、その 50%削減＝年間 90 時間/人 

•   **年間削減額**: 90時間 × 5,778 円 × 200 名 ＝ **約 10,400 万円/年** 

エンジニアの業務比率をさらに厳しめに見積もった「中央値試算」でも、知財部員と合わせ

た全体の年間便益は約 5,000 万円に達します。 



 

図 2: 知財 AI エージェントによる年間便益（コスト削減額）の試算シナリオ 

4. ROI（投資対効果）シミュレーション 
初期投資、年間運用費、および年間便益（中央値試算：5,000 万円）を基に、投資回収のシ

ミュレーションを行いました。 

•   **1 年目 ROI**: `(5,000 - 1,500 - 1,700) / (1,500 + 1,700) × 100` = **約

56%** 

•   **損益分岐点（Payback Period）**: 導入開始から**約 6 ヶ月** 



 

図 3: 知財 AI エージェント 累積 ROI・投資回収シミュレーション 

図 3 の通り、保守的な試算（知財部員の工数削減のみ、年間便益 2,720 万円）であっても、

2 年目には累積で黒字化を達成する強固な投資対効果を示しています。 

5. 導入アプローチの比較（内製 vs SaaS vs 外注） 
オムロンが採用した「自社内製（AWS 活用）」アプローチの優位性を、SaaS 利用や SIer へ

の外注と比較します。 

 

図 4: 導入アプローチ別 5 年間コスト・純便益比較 



•   **オムロン方式（自社内製）**: 初期投資は発生するものの、運用コストを最適化で

きるため、5年間の純便益が最も高くなります。また、自社の機密データ（未公開特許

等）を安全に扱えるという定性的なメリットが絶大です [1]。 

•   **SaaS 型**: 初期費用は抑えられますが（5 年間で約 7,225 万円 [3]）、カスタマイ

ズ性に乏しく、オムロン特有の業務プロセス（約 8 割のプロンプト化）に適合しきれな

いリスクがあります。 

•   **外注型**: SIer に丸投げした場合、初期投資（約 3,000 万円〜）と保守費用が高騰

し、ROI が著しく低下します。 

6. 結論 
オムロンの知財 AI エージェントは、単なる最新技術の導入にとどまらず、「コスト最適化

を前提としたアーキテクチャ設計」と「現場の業務プロセス（工数）の抜本的見直し」を両

立させたことで、極めて高い ROI（費用対効果）を実現しています。 

年間 1,500万円程度の運用コストに対し、少なくとも 5,000 万円規模の人件費相当の工数を

創出しており、この浮いたリソースが「新たな発明の創出」や「知財戦略の立案」というさ

らなる付加価値を生み出すという、理想的な好循環（ROI 200%超の世界）に突入していると

評価できます。 

--- 
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オムロンと島津製作所の「知財 AI 変革」比較分析レポート 
作成者: Manus AI 

作成日: 2026 年 6 月 26日 

1. エグゼクティブ・サマリー 
日本の製造業において、知的財産（知財）部門のデジタルトランスフォーメーション（DX）

を牽引するトップランナーとして、オムロン株式会社と株式会社島津製作所が注目を集めて

います。両社はともに生成 AI をいち早く実務に導入し、劇的な工数削減とコスト削減を達

成しました。 

本レポートでは、両社の知財 AI 変革のアプローチを比較分析します。オムロンが「全社横

断的な AI 基盤の構築とリテラシーの底上げ」に注力しているのに対し、島津製作所は「ベ

テランの暗黙知の形式知化（プロンプトドリブン）と、その外販事業化」という尖った戦略

を採っており、それぞれ異なるアプローチで知財部門の「コストセンターからプロフィット

センターへの転換」を実現しています。 

2. 両社の AI 変革アプローチの比較 
両社は「知財業務の AI化」という共通の目標を持ちながらも、そのアプローチと組織展開

において明確な違いが見られます。 

2.1 オムロン：全社基盤（RD Buddy）と現場のボトムアップ 
オムロンは、研究開発に特化したセキュアな生成 AI 基盤「RD Buddy」を構築し、その上で

知財 AI エージェントを稼働させています [1]。 

•   **アプローチ**: 全社横断プロジェクト「AIZAQ」を通じ、経営層のトップダウンと

現場のボトムアップを融合 [2]。 

•   **特徴**: 知財部門独自のプロンプト集（67種類）を作成し、部員全員のスキル評価

を実施するなど、**「組織全体の AI リテラシーの均質化と底上げ」**に重きを置いて

います [3]。 

2.2 島津製作所：プロンプトドリブンと「暗黙知」の徹底的な形式知化 
島津製作所は、2020 年のディープラーニングでの失敗を経て、生成 AI の「プロンプトドリ

ブン改革」に舵を切りました [4]。 

•   **アプローチ**: 知財部長の強力なリーダーシップのもと、「ロジック化可能な知的

労働はすべて生成 AI に置き換える」という過激とも言える方針を断行 [5]。 

•   **特徴**: ベテラン知財部員の思考プロセス（暗黙知）を徹底的に言語化し、AI への

指示（プロンプト）として形式知化。結果として、**「AI 主導（人間の手作業は最終確

認のみ）」**の業務フローを確立しました [4] [6]。 

比較項目 オムロン 島津製作所 

**基本方針** 業務の約 8割をプロンプト

化し、効率化と質向上を両

ロジック化可能な知的労働

を AI に完全置換（プロンプ



立 トドリブン） 

**システム環境** AWS 上の独自基盤「RD 

Buddy」を活用した内製シス

テム 

最新モデル（ChatGPT 等）

を駆使した社内環境「島津

ChatGPT」 

**組織浸透** 全社プロジェクト「AIZAQ」

によるボトムアップ・教育

重視 

「AI を通した出力以外認め

ない」というトップダウン

の強制力 

**FTO/他社特許調査** 先行技術調査の工数を 50%

削減 

手作業によるスクリーニン

グを 90%削減 

**外部展開（事業化）** 関連会社（OSK）から

「koto-Buddy」として一部

サービス化 

子会社「Genzo AI」を設立

し、SaaS として本格外販

（2026 年〜） 

3. 定量的成果の比較 
両社ともに、業界の平均的な AI 導入効果を大きく上回る劇的な成果を報告しています。 

 

図 1: 業務別 工数・コスト削減率および年間コスト削減額の比較 

•   **オムロン**: 先行技術調査や発明説明書の作成工数を**少なくとも 50%削減** [7]。

R&D エンジニアの負担軽減も含め、推定で年間数千万円規模の便益を創出しています。 

•   **島津製作所**: 外部委託費（翻訳、調査等）の圧縮により、2025 年度に**年間

8,000 万円（実質 1 億 2,000 万円以上）のコスト削減**を達成 [5] [6]。発明届出業務

の工数を 50%削減し、他社特許スクリーニングの手作業を**90%削減**するという驚異的

な数値を公表しています [6]。 

4. 戦略的意義と今後の展望 
両社の取り組みは、知財部門の役割を根本から変えようとしています。 



 

図 2: オムロン vs 島津製作所 知財 AI 変革の多面的比較 

4.1 コストセンターからの脱却と事業化（島津製作所の特異性） 
島津製作所の最も特筆すべき点は、社内で培った知財 AI のノウハウを外部に提供するため、

2026年 4 月に新会社「株式会社 Genzo AI」を設立し、SaaS事業として外販を開始したこと

です [6]。2030 年度に売上高 15 億円を目指しており、知財部門そのものが「プロダクト創

出部門（プロフィットセンター）」へと変貌を遂げました [8]。 

4.2 次世代データドリブン経営への統合（オムロンの方向性） 
一方のオムロンは、知財 AI で浮いたリソースを「発明の壁打ち」や「IP ランドスケープ

（事業仮説検証）」といった戦略的業務にシフトさせています [1]。今後は、社内に埋もれ

る非構造化データと基幹システムの構造化データを AI で掛け合わせ、次世代のデータドリ

ブン経営の実現を目指しています [2]。 



 

図 3: オムロン vs 島津製作所 知財 AI 変革のタイムライン比較 

5. 結論 
オムロンと島津製作所の事例は、「最新の生成 AI モデルを、知財部門自らが主体的に使い

倒す」ことが成功の絶対条件であることを示しています [9]。 

オムロンは「セキュアな全社基盤と教育」による堅実かつスケーラブルな変革を体現し、島

津製作所は「暗黙知の形式知化と SaaS 外販」という破壊的イノベーションを実現しました。

両社の異なるアプローチは、今後の日本の製造業における知財 DX の「2 つの強力なベスト

プラクティス」として、業界全体のベンチマークとなるでしょう。 

--- 
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オムロンと島津製作所の知財 AI 導入における成功要因と課題の比較

分析 
作成者: Manus AI 

作成日: 2026 年 6 月 26日 

1. エグゼクティブ・サマリー 
日本の製造業において知財 AI 変革のトップランナーであるオムロンと島津製作所は、それ

ぞれ異なるアプローチで劇的な成果を上げています。 

本レポートでは、両社の成功要因と直面した課題を比較分析しました。オムロンは「セキュ

アな全社基盤の構築とナレッジシェアの文化醸成」により組織全体のリテラシーを底上げす

る「王道・スケーラブル型」の成功モデルを示しています。一方、島津製作所は「知財部長

の強烈なトップダウンと暗黙知の徹底的な形式知化（プロンプト化）」により、既存の業務

プロセスを破壊的に再構築する「突破・事業化型」の成功モデルを提示しています。 

知財部門における生成 AI 導入の最大の障壁である「情報漏洩リスク」と「ハルシネーショ

ン（誤情報）」に対し、両社がどのように対処したかが成功の分水嶺となっています。 

2. 成功要因の比較分析 
両社の成功要因を構造化すると、それぞれのアプローチの独自性が浮き彫りになります。 

 

図 1: オムロンと島津製作所の成功要因モデル（フロー図） 



2.1 オムロンの成功要因：環境整備と文化醸成（スケーラブル型） 
オムロンの成功は、経営層の危機感を出発点とし、社員が自発的に参加できる「環境」と

「文化」を徹底して作り上げたことに起因します [1] [2]。 

•   **セキュアな AI 基盤の先行整備**: 情報漏洩リスクを払拭するため、AWS 上に専用環

境（RD Buddy）を構築し、プロンプトインジェクション対策等の技術的ガバナンスを確

立しました [3]。 

•   **「AIZAQ」による参加ハードルの低下**: 手挙げ方式で 230 名以上が参加するプロ

ジェクトを立ち上げ、専門家（テクニカルアドバイザー）が伴走する体制を構築しまし

た [1]。 

•   **ナレッジシェアの文化**: 67種類の「コピー＆ペーストで使えるプロンプト集」を

社内ポータル（AIZAQ Canvas）で共有し、属人化を防ぎました [1] [2]。 

2.2 島津製作所の成功要因：トップダウンと形式知化（突破型） 
島津製作所の成功は、2020 年のディープラーニングでの失敗を糧とし、生成 AI の特性を極

限まで引き出した「プロンプトドリブン」の徹底にあります [4] [5]。 

•   **強烈なリーダーシップと強制力**: 知財部長が「ロジック化可能な知的労働は AI

に置換する」「AI を通した出力以外は受け付けない」という断固たる方針を掲げ、組織

の抵抗を突破しました [4] [5]。 

•   **暗黙知の徹底的な形式知化**: ベテラン知財部員の思考プロセスを言語化・構造化

し、揺らぎのない詳細なプロンプトに落とし込みました [4] [6]。 

•   **失敗からのピボット**: ディープラーニングでの限界を早期に見切り、ChatGPT 登

場後に即座に生成 AI へと手法を切り替えたアジリティが成功を生みました [5]。 

 



図 2: 知財 AI 導入 成功要因の比較評価（5 点満点） 

3. 直面した課題と解決策（障壁の突破） 
知財業務への生成 AI 導入には、他部門にはない特有かつ致命的なリスクが存在します [7]。

両社はこれらの課題に対し、異なるアプローチで対処しています。 

3.1 情報漏洩・新規性喪失リスク 
特許出願前の発明情報をパブリックな AI に入力すると「新規性喪失」となり、特許が取得

できなくなる致命的なリスクがあります [7] [8]。 

•   **オムロンの解決策**: 社内専用の閉域クラウド環境（RD Buddy）を構築し、技術的

に外部流出を遮断しました [3]。 

•   **島津製作所の解決策**: IT・法務部門に対し、API のセキュリティ仕様（学習への

不使用等）の客観的エビデンスを提示し、論理的な説得により社内環境（島津 ChatGPT）

の導入承認を勝ち取りました [4]。 

3.2 ハルシネーション（アウトプットの不正確性） 
特許調査やクレーム解釈における AI の「もっともらしい嘘」は、巨額の訴訟リスクや事業

機会の喪失に直結します [7]。 

•   **オムロンの解決策**: 相互レビューを重ねた「高品質なプロンプト集」を全社で共

有し、出力のブレを抑制。最終判断は必ず人間が行う運用を徹底しています [1] [2]。 

•   **島津製作所の解決策**: 業務特性に応じて複数の AIモデル（Gemini, ChatGPT 等）

を使い分け。また、NotebookLM などを活用してインプット情報を限定（外部情報を遮断）

し、与えられた情報源の中だけで思考させることでハルシネーションを極小化していま

す [4]。 

3.3 組織変化への抵抗と人材育成 
「AI に仕事を奪われる」という懸念や、新しいツールへの忌避感は共通の課題です。 

•   **オムロンの解決策**: AI スキルを 3 段階で評価する独自の認定制度を導入し、全員

が基礎レベルをクリアする教育プログラムを実施しました [2]。 

•   **島津製作所の解決策**: トップダウンによる強制的な利用促進と同時に、「AI の出

力を判断・監督するためには、AIよりも賢くならなければならない」という新たな人材

像（高度な専門性の要求）を提示し、知財部員の意識改革を促しました [4]。 

4. 結論と企業への示唆 
オムロンと島津製作所の事例は、知財部門における生成 AI 導入を成功させるための 2 つの

明確な道筋を示しています。 

7.  **「ガバナンスとインフラ」が先決**: 両社ともに、情報漏洩を防ぐセキュアな環境

（API 利用や閉域クラウド）の構築と、IT・法務部門との合意形成を最優先に行ってい

ます。これがなければ、知財領域での AI 活用はスタート地点に立てません。 



8.  **「プロンプト」は個人のスキルではなく「組織の資産」**: 両社に共通する最大の

成功要因は、プロンプトを個人の試行錯誤に留めず、検証済みの高品質なプロンプトを

組織全体で共有・統制している点です。 

9.  **トップの「覚悟」が組織を動かす**: オムロンの「経営層の危機感」や、島津製作

所の「知財部長の断固たる方針」が示すように、従来の業務プロセスを破壊的に変革す

るには、強力なトップダウンの意志が不可欠です。 

自社の企業文化が「ボトムアップ・協調型」であればオムロンのアプローチを、「トップダ

ウン・突破型」であれば島津製作所のアプローチを参考にすることが、知財 DX成功の近道

となるでしょう。 

--- 

参考文献 
[1] [業務課題の解決から個人や組織を変革していく生成 AI 活用推進プロジェクト「AIZAQ」 

- note](https://note.innovation.omron.com/n/n3291cae5eeb6) 

[2] [オムロン知財活動における生成 AI の活用 

(PDF)](https://yorozuipsc.com/uploads/1/3/2/5/132566344/eb3c955961dd0b0e5c24.pdf) 

[3] [研究開発プロセスのデジタルトランスフォーメーション - OMRON 

TECHNICS](https://www.omron.com/jp/ja/technology/omrontechnics/introduction/introd

uction169-3.html) 

[4] [島津製作所における生成 AI プロンプトドリブン知財改革：現状、課題、そして未来 - 

note](https://note.com/kusuura/n/n552ca508990e) 

[5] [知的財産業務を自動化し、科学技術の未来に貢献する - 島津製作

所](https://www.shimadzu.co.jp/today/20260615-1.html) 

[6] [知財業務自動化 SaaS 提供の子会社 Genzo AIを設立 - 島津製作

所](https://www.shimadzu.co.jp/news/2026/acmnk57uqb3579ay.html) 

[7] [知財部門における生成 AI 活用：戦略的慎重さの現状と未来へのロードマップ 

(PDF)](https://yorozuipsc.com/uploads/1/3/2/5/132566344/e7b94f0a954646f637f1.pdf) 

[8] [企業の知財教育における生成 AI 活用：現状と課題（2026 年版） 

(PDF)](https://yorozuipsc.com/uploads/1/3/2/5/132566344/f28fb88a1fd60fc6dbb0.pdf) 



 


	オムロンの知財AIエージェントに関する調査レポート
	1. 概要と背景
	2. システムのアーキテクチャと技術要素
	2.1 データ処理と検索の仕組み
	2.2 セキュリティ対策

	3. 知財AIエージェントの機能と活用事例
	3.1 先行技術調査と分析
	3.2 発明説明書の作成支援
	3.3 導入効果

	4. 全社的なAI活用推進（AIZAQ）との連携
	5. 今後の展望
	参考文献

	オムロン 知財AIエージェント 導入効果の詳細分析レポート
	1. エグゼクティブ・サマリー
	2. 定量的効果：劇的な工数削減の実現
	2.1 業務プロセス別の工数削減効果

	3. 定性的効果：業務の質的向上と戦略的シフト
	3.1 アイデア創出・発明提案の高度化
	3.2 IPランドスケープと出願戦略の最適化

	4. 成功の要因：技術と組織の両輪アプローチ
	4.1 クラウド・AIネイティブな専用基盤（RD Buddy）
	4.2 全社横断プロジェクト「AIZAQ」による組織実装

	5. 結論と今後の展望
	参考文献

	オムロン 知財AIエージェント 費用対効果（ROI）分析レポート
	1. エグゼクティブ・サマリー
	2. コスト構造の分析（投資額と運用費）
	2.1 初期投資（CAPEX）の試算
	2.2 年間運用費（OPEX）の試算

	3. 便益（コスト削減効果）の試算
	3.1 知財部員の工数削減効果
	3.2 研究開発（R&D）エンジニアの工数削減効果

	4. ROI（投資対効果）シミュレーション
	5. 導入アプローチの比較（内製 vs SaaS vs 外注）
	6. 結論
	参考文献

	オムロンと島津製作所の「知財AI変革」比較分析レポート
	1. エグゼクティブ・サマリー
	2. 両社のAI変革アプローチの比較
	2.1 オムロン：全社基盤（RD Buddy）と現場のボトムアップ
	2.2 島津製作所：プロンプトドリブンと「暗黙知」の徹底的な形式知化

	3. 定量的成果の比較
	4. 戦略的意義と今後の展望
	4.1 コストセンターからの脱却と事業化（島津製作所の特異性）
	4.2 次世代データドリブン経営への統合（オムロンの方向性）

	5. 結論
	参考文献

	オムロンと島津製作所の知財AI導入における成功要因と課題の比較分析
	1. エグゼクティブ・サマリー
	2. 成功要因の比較分析
	2.1 オムロンの成功要因：環境整備と文化醸成（スケーラブル型）
	2.2 島津製作所の成功要因：トップダウンと形式知化（突破型）

	3. 直面した課題と解決策（障壁の突破）
	3.1 情報漏洩・新規性喪失リスク
	3.2 ハルシネーション（アウトプットの不正確性）
	3.3 組織変化への抵抗と人材育成

	4. 結論と企業への示唆
	参考文献


